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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月26日(2021.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＪＶＥＴイントラ予測のための動画コーディング方法であって、
　固有のイントラ予測コーディングモードのセットを規定すること、
　前記固有のイントラ予測コーディングモードのセットから固有のＭＰＭイントラ予測コ
ーディングモードのサブセットをメモリにおいて特定してインスタンス化すること、
　前記固有のＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセット以外の前記固有のイン
トラ予測コーディングモードのセットから、選択された固有のイントラ予測コーディング
モードのサブセットをメモリにおいて特定してインスタンス化すること、
　前記固有のＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセット以外であり且つ前記選
択された固有のイントラ予測コーディングモードのサブセット以外の前記固有のイントラ
予測コーディングモードのセットから、非選択の固有のイントラ予測コーディングモード
のサブセットをメモリにおいて特定してインスタンス化すること、
　truncated unary二値化を使用して、前記固有のＭＰＭイントラ予測コーディングモー
ドのサブセットをコーディングすること、を備える動画コーディング方法。
【請求項２】
　前記ＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセットは、６つ未満のＭＰＭイント
ラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項１に記載の動画コーディング方法
。
【請求項３】
　前記選択された固有のイントラ予測コーディングモードのサブセットは、１６個のイン
トラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項２に記載の動画コーディング方
法。
【請求項４】
　前記固有のイントラ予測コーディングモードのセットは、６７個のイントラ予測コーデ
ィングモードのセットである、請求項３に記載の動画コーディング方法。
【請求項５】
　前記ＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセットは、６つよりも多いＭＰＭイ
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ントラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項１に記載の動画コーディング
方法。
【請求項６】
　前記選択された固有のイントラ予測コーディングモードのサブセットは、１６個のイン
トラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項５に記載の動画コーディング方
法。
【請求項７】
　前記固有のイントラ予測コーディングモードのセットは、６７個のイントラ予測コーデ
ィングモードのセットである、請求項６に記載の動画コーディング方法。
【請求項８】
　前記固有のイントラ予測コーディングモードのセットは、６７個のイントラ予測コーデ
ィングモードのセットである、請求項１に記載の動画コーディング方法。
【請求項９】
　前記ＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセットは、６つよりも多いＭＰＭイ
ントラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項８に記載の動画コーディング
方法。
【請求項１０】
　前記選択された固有のイントラ予測コーディングモードのサブセットは、１６個のイン
トラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項２に記載の動画コーディング方
法。
【請求項１１】
　前記選択された固有のイントラ予測コーディングモードのサブセットは、４ビットの固
定長コードを使用して符号化される、請求項１０に記載の動画コーディング方法。
【請求項１２】
　前記固有の非選択のイントラ予測コーディングモードのサブセットは、truncatedバイ
ナリコーディングを使用して符号化される、請求項１１に記載の動画コーディング方法。
【請求項１３】
　前記ＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセットは、５つのＭＰＭイントラ予
測コーディングモードのサブセットであり、
　前記選択された固有のイントラ予測コーディングモードのサブセットは、１６個のイン
トラ予測コーディングモードのサブセットであり、４ビットの固定長コードを用いて符号
化され、前記非選択の固有のイントラ予測コーディングモードのサブセットは、４６個の
非選択のイントラコーディングモードのサブセットであり、truncatedバイナリコーディ
ングを用いて符号化される、請求項１に記載の動画コーディング方法。
【請求項１４】
　ＪＶＥＴイントラ予測のための動画コーディングシステムであって、
　６７個の固有のイントラ予測コーディングモードのセットをメモリにおいてインスタン
ス化すること、
　前記固有のイントラ予測コーディングモードのセットから固有のＭＰＭイントラ予測コ
ーディングモードのサブセットをメモリにおいてインスタンス化すること、
　前記固有のＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセット以外の前記固有のイン
トラ予測コーディングモードのセットから、１６個の選択された固有のイントラ予測コー
ディングモードのサブセットをメモリにおいてインスタンス化すること、
　前記固有のＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセット以外であり且つ前記選
択された固有のイントラ予測コーディングモードのサブセット以外の前記固有のイントラ
予測コーディングモードのセットから、非選択の固有のイントラ予測コーディングモード
のサブセットをメモリにおいてインスタンス化すること、
　truncated unary二値化を用いて、前記固有のＭＰＭイントラ予測コーディングモード
のサブセットを符号化すること、
　４ビットの固定長コードを用いて、前記１６個の選択された固有のイントラ予測コーデ
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ィングモードのサブセットを符号化すること、を備える動画コーディングシステム。
【請求項１５】
　前記固有のＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセットは、５つ以下のＭＰＭ
イントラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項１４に記載の動画コーディ
ングシステム。
【請求項１６】
　前記固有のＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセットは、５つのＭＰＭイン
トラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項１４に記載の動画コーディング
システム。
【請求項１７】
　前記非選択の固有のイントラ予測コーディングモードのサブセットは、４６個のＭＰＭ
イントラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項１６に記載の動画コーディ
ングシステム。
【請求項１８】
　前記固有のＭＰＭイントラ予測コーディングモードのサブセットは、４つのＭＰＭイン
トラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項１４に記載の動画コーディング
システム。
【請求項１９】
　前記非選択の固有のイントラ予測コーディングモードのサブセットは、４７個のＭＰＭ
イントラ予測コーディングモードのサブセットである、請求項１８に記載の動画コーディ
ングシステム。
【請求項２０】
　動画データを復号化する方法であって、
　（ａ）前記動画データの現在のブロックに対する複数の最確モード（ＭＰＭ）を決定す
ることであって、前記複数の最確モード（ＭＰＭ）は、ＭＰＭインデックスに基づいて選
択可能であり、前記ＭＰＭインデックスに基づいて選択可能である前記複数のＭＰＭのい
ずれも平面モードを含まず、前記ＭＰＭインデックスに基づいて選択可能である前記複数
のＭＰＭのうちの１つは水平モードを含み、前記ＭＰＭインデックスに基づいて選択可能
である前記ＭＰＭのうちの別の１つは垂直モードを含む、前記複数の最確モード（ＭＰＭ
）を決定すること、
　（ｂ）ビットストリームから、前記現在のブロックを予測するためのイントラモードが
前記複数のＭＰＭのうちの１つであるかどうかを示す合計１ビットを含むＭＰＭフラグを
導出すること、
　（ｃ）前記ＭＰＭフラグが、前記現在のブロックを予測するための前記イントラモード
が前記ＭＰＭインデックスに基づいて選択可能である前記複数のＭＰＭのうちの１つであ
ることを示す場合、前記複数のＭＰＭのうちの１つの前記ビットストリームから復号化さ
れた前記ＭＰＭインデックスに基づいて、前記現在のブロックのイントラモードを選択す
ること、
　（ｄ）前記ＭＰＭフラグが、前記現在のブロックを予測するための前記イントラモード
が前記複数のＭＰＭのうちの１つではないことを示す場合、前記複数の最確モード（ＭＰ
Ｍ）に含まれる前記ＭＰＭインデックスに基づいて選択可能であるいかなるＭＰＭも含ま
ない複数の非ＭＰＭを使用して、前記現在のブロックのイントラモードを決定すること、
　（ｅ）前記複数の非ＭＰＭのうちの対応する１つのための前記ビットストリームから復
号化された非ＭＰＭインデックスに基づいて前記現在のブロックのイントラモードを選択
すること、を備える動画データを復号化する方法。
【請求項２１】
　前記複数の非ＭＰＭを使用して前記現在のブロックを予測するための前記イントラモー
ドを決定することは、
　（ｉ）複数の第１の非ＭＰＭを含む第１の非ＭＰＭグループと、複数の第２の非ＭＰＭ
を含む第２の非ＭＰＭグループとに分割された前記複数の非ＭＰＭの非ＭＰＭリストを決
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定することであって、前記第１の非ＭＰＭは、前記複数のＭＰＭおよび前記複数の第２の
非ＭＰＭのいずれも含まず、前記複数の第２の非ＭＰＭは、前記複数のＭＰＭおよび前記
複数の第１の非ＭＰＭのいずれも含まない、前記複数の非ＭＰＭの非ＭＰＭリストを決定
すること、
　（ｉｉ）前記ビットストリームから、前記現在のブロックを予測するための前記イント
ラモードが、前記第１の非ＭＰＭまたは前記第２の非ＭＰＭに含まれるかどうかを示す非
ＭＰＭフラグを導出すること、
　（ｉｉｉ）前記複数の第１の非ＭＰＭまたは前記複数の第２の非ＭＰＭのうちの対応す
る１つのための前記ビットストリームから復号化された前記非ＭＰＭインデックスに基づ
いて、前記現在のブロックの前記イントラモードを選択すること、を含む、請求項２０に
記載の動画データを復号化する方法。
【請求項２２】
　前記グループの選択は、前記ＭＰＭフラグおよび選択されたフラグに基づく、請求項２
１に記載の動画データを復号化する方法。
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